




















  1. 分析スケールの問題
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Ⅰ はじ め に
アンデス形成期（紀元前 3000-50 年）は、神殿を中心とし
て社会が統合されていた時代と定義することができる（e.g. 
加藤・関編 1998; 大貫・加藤・関編 2010）。この時代は、
人口の集中、モニュメントの出現、社会の階層化、権力の発生


























Ⅱ 考 古 学 に お け る




















































sphere）（e.g. Caldwell 1964; MacNeish et al.  1975）、同
等政体間における相互作用論（peer polity interaction）
（Renfrew 1986）が、外部との関係の分析に対応するも
のとして、世界システム論（world systems theory）（e.g. 
Blanton & Feinman 1984; Chase-Dunn & Hall 1997; 
Kohl 1987; Hall et al.  2011; Schneider 1977; Wallerstein 
1974）、ソーシャル・フィールド（Wolf 1984; Kohl 2008）、グ







点（e.g. Hall et al.  2011; Wallerstein 1993）、それぞれの
概念をテーマとした著作や論集が、多様な地理的スケール













（e.g. Feinman & Marcus [eds.] 1998; McIntosh 2005; 
Trigger 2004）。双方の間に単純な因果関係を想定する

















（e.g. Phillips & Willey 1953; Willey & Phillips 1958）、
「進化論的な価値判断を避けた中立的な時期名称」（e.g. 








てはじめて使用されたとされる（Ramón 2005: 9-10; Rice 
1993: 4）。ウーレはティアワナコ様式とインカ様式の土器が
ペルーとボリビアにおける編年の指標となることに気づいて














































































Ⅲ  チャビン 問 題 の
 成り立 ち に 見 る
























えたものは（e.g. Tello 1943: 135）、北海岸で出現し独自に








































































Ⅳ  チャビン 現 象 の
 歴 史 へ の 関 心
ロウは、ウィリーとフィリップス（Phillips & Willey 1953; 


















みた（e.g. Menzel 1964, 1976; Menzel et al.  1964; Rowe 
1956, 1962）。ロウは用語法として従来の 3 つのホライズンを
保持したが、その概念は様式あるいは文化の相同性という











は、紀元前 1100 年から700 年という時間幅が想定されてい


















































































1971; Lumbreras & Amat 1969）。当時の絶対年代デー
タの問題点に加え、それぞれの様式の層位的関係を確定す
るためのデータが得られなかったこともあり、その編年は後年













































































































































































































域とみなされ（e.g. Burger 1993: 67、2008: 699）、それを受
容した他地域に関しても在地様式とハナバリウ的な様式の
併存、融合が様々な形で現れると論じられることになる（e.g. 
Burger 1988: 116-117、1993: 60-63）。
Ⅵ  チャビンとクピス




































たレリーフの年代をはじめとする絶対年代データから、同様の指摘を行っている（e.g. Shibata 2010: 306）。芝田による、チャビン現象とは別個のものとしてネペーニャ
河谷の地域間交流の在り方や、その後の在地的変化に焦点を当てた論考に関しても、クントゥル・ワシにおいて北海岸と北高地の在地的発展に焦点が当てられたこ













準として議論を進める状況が継続している（e.g. Burger & 













































的類似性を言及されるにとどまっていた（e.g. Elera 1998; 
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1000－900 cal. B.C. ではなく、1500－1200 cal. B.C.（Rick 
2005: 75）のセパレート・マウンド・ステージ（Separate 
Mound Stage）にさかのぼり（Kembel 2001, 2008）、その建
築が最後に更新されたのはハナバリウ相に対応する500－




















（Kembel 2001; Kembel & Rick 2004; Rick 2005）。 数
年後の最新の出版物において彼らはその立場を大きく変化
させ、ハナバリウ的土器に対応する年代を800 cal. B.C. に
変更し、彼らの建築上の編年におけるブラック・アンド・ホワ
イト・ポータル・ステージ（Black and White Portal Stage）
に対応させている（Kembel 2008; Mesía 2007）。そしてさら
に近年の出版物では、ハナバロイデ（ハナバリウ相的）という
用語を用い、チャビン・デ・ワンタルにおける明確な土器の変









（e.g. Kembel 2008; Rick et al.  2010）。
②チャビン・デ・ワンタルは唯一の中心ではなく、複数の対





















































Ⅷ  汎 地 域 的 視 点と



















（e.g. Burger et al.  [eds.] 2019）。このような状況におい
て、バーガーは新たなデータを得たうえでチャビン・デ・ワン
タル遺跡に関する自身の編年案を以下のように更新している
（Burger 2019: Table 2）。
　
　ウラバリウ相 紀元前 950-800 年
　チャキナニ相 紀元前 800-700 年





に富んでいた部分の 1 つは、彼の「紀元前 400 年に類似し
た物質文化の様式が広い地理的に広がる」という点（e.g. 
Burger 1988）に関する、具体的な絶対年代データからの批






ル・ワシ期の年代は（e.g. 井口 1996: 19; Onuki [ed.] 1995: 
210）、この修正案においてハナバリウ相の年代にかなり近
づいたといえる。このように考えた時に、クントゥル・ワシ期



































































































































5　例として、中央高地ワヌコ盆地に位置するコトシュ遺跡（e.g. Izumi & Terada [eds.] 1972）、南高地に位置するアターリャ遺跡（Young 2017）と後述するカンパナ
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Issues of Locality in the Study of the Andean 
Civilization: 
Perspectives from a Study History of the Chavín Problem
Yuichi MATSUMOTO*
 For the purpose of understanding the issues of locality in Andean 
archaeology, this article focuses on the study history of the Chavín problem, 
which continues to be one of the most important themes for more than half 
a century. From the time of Julio C. Tello and Rafael Larco Hoyle, the focus 
of the Chavín Problem has swung between the two poles of pan-regional 
uniformity and regional variability. These perspectives repeatedly emerged 
in intertwined ways in relation to the advance of archaeological researches 
and theoretical trends of the time. This article reviews the study history 
through a historiographic approach and intends to contextualize recent 
studies in a broader academic context. Through the synthesis of the multiple 
ideas that emerged in the study history, possible productive directions for 
future research are explored.
Keywords: 
Andean civilization, Formative period, Chavín problem, study history, 
locality
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